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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方のシールド電線（10Ａ）の端部に取り付けられた雄コネクタ（12）と、他方のシー
ルド電線（10Ｂ）の端部に取り付けられた雌コネクタ（14）とからなり、
　前記雄コネクタ（12）は、雄側ハウジング（16）と、この雄側ハウジング（16）内に同
軸配置された円筒状の雄側シールドパイプ（20）と、この雄側シールドパイプ（20）内で
前記雄側ハウジング（16）のインナーハウジング（16ａ）に組み込まれた雄端子（18）と
を有し、前記一方のシールド電線（10Ａ）のシース（10ｓ）部分は雄側シールドパイプ（
20）と同軸配置され、前記雄端子（18）は雄側シールドパイプ（20）内で前記シールド電
線（10Ａ）の中心導体（10ｐ）に圧着接続され、前記雄側シールドパイプ（20）は前記シ
ールド電線（10Ａ）のシールド導体（10ｒ）と電気的に接続されており、
　前記雌コネクタ（14）は、雌側ハウジング（30）と、この雌側ハウジング（30）内に同
軸配置された円筒状の雌側シールドパイプ（34）と、この雌側シールドパイプ（34）内で
前記雌側ハウジング（30）のインナーハウジング（30ａ）に組み込まれた雌端子（32）と
を有し、前記他方のシールド電線（10Ｂ）のシース（10ｓ）部分は雌側シールドパイプ（
34）と同軸配置され、前記雌端子（32）は雌側シールドパイプ（34）内で前記シールド電
線（10Ｂ）の中心導体（10ｐ）に圧着接続され、前記雌側シールドパイプ（34）は前記シ
ールド電線（10Ｂ）のシールド導体（10ｒ）と電気的に接続されており、
　前記雄端子（18）及び雌端子（32）は、両方とも端子底面が平坦で、端子底面から導体
圧着部中心軸線（Ｕ）までの高さが同じであるのに対し、雌端子（32）の底面から嵌合部
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中心軸線（Ｖ）までの高さが雄端子（18）の底面から嵌合部中心軸線（Ｖ）までの高さよ
り高いものからなり、
　前記雄端子（18）と雌端子（32）を嵌合させると、雄側シールドパイプ（20）の先端部
と雌側シールドパイプ（34）の先端部が互いに嵌合するようになっているシールドコネク
タにおいて、
　前記雄端子及び雌端子の底面側を下、その反対側のシールド電線中心導体を圧着する側
を上と定義して、雄側シールドパイプ（20）と雌側シールドパイプ(34)は、雄端子と雌端
子を嵌合させたときに、雄側シールドパイプの先端部上半分（20ａ）が雌側シールドパイ
プの先端部上半分（34ａ）の外側に位置し、雄側シールドパイプの先端部下半分（20ｂ）
が雌側シールドパイプの先端部下半分（34ｂ）の内側に位置して、雄側シールドパイプ（
20）の中心軸線（Ｘ）と雌側シールドパイプ（34）の中心軸線（Ｙ）とが上下に偏心した
状態で嵌合し、
　雄コネクタ（12）の雄端子（18）の嵌合部中心軸線（Ｖ）を、雄側シールドパイプ（20
）の中心軸線（Ｘ）より下に偏心して設け、雌コネクタ（14）の雌端子（32）の嵌合部中
心軸線（Ｖ）を、雌側シールドパイプ（34）の中心軸線（Ｙ）より上に偏心して設けるこ
とにより、両シールドパイプ（20、34）の中心軸線の前記偏心の量を、両シールドパイプ
（20、34）が嵌合したことによる偏心量となるようにし、
　これにより雄端子（18）及び雌端子（32）に接続された絶縁心線の曲がりを解消ないし
は緩和するようになっていることを特徴とするシールドコネクタ。
【請求項２】
　雄側シールドパイプ（20）の先端部は雄端子（18）の両側で上下に二分割され、前記雌
側シールドパイプ（34）の先端部は雌端子（32）の両側で上下に二分割されており、雄側
シールドパイプの先端部上半分（20ａ）は雌側シールドパイプの先端部上半分（34ａ）よ
り大きい曲率半径を有し、雌側シールドパイプの先端部下半分（34ｂ）は雄側シールドパ
イプの先端部下半分（20ｂ）より大きい曲率半径を有していることを特徴とする請求項１
記載のシールドコネクタ。
【請求項３】
　雄側シールドパイプの先端部と雌側シールドパイプの先端部のうち、雄側シールドパイ
プ（20）の先端部だけが雄端子の両側で上下に二分割されており、雄側シールドパイプの
先端部上半分（20ａ）は雌側シールドパイプ（34）の先端部より大きい曲率半径を有し、
雄側シールドパイプの先端部下半分（20ｂ）は雌側シールドパイプ（34）の先端部より小
さい曲率半径を有していることを特徴とする請求項１記載のシールドコネクタ。
【請求項４】
　雄側シールドパイプの先端部と雌側シールドパイプの先端部のうち、雌側シールドパイ
プ（34）の先端部だけが雌端子の両側で上下に二分割されており、雌側シールドパイプの
先端部上半分（34ａ）は雄側シールドパイプ（20）の先端部より小さい曲率半径を有し、
雌側シールドパイプの先端部下半分（34ｂ）は雄側シールドパイプ（20）の先端部より大
きい曲率半径を有していることを特徴とする請求項１記載のシールドコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はシールド電線の接続に用いるシールドコネクタに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のシールドコネクタを図６に示す。（Ａ）は垂直断面図、（Ｂ）は水平断面図である
。シールドコネクタは一方のシールド電線10Ａの端部に取り付けられた雄コネクタ12と、
他方のシールド電線10Ｂの端部に取り付けられた雌コネクタ14とから構成される。
【０００３】
雄コネクタ12は、雄側ハウジング16内に雄端子18及び雄側シールドパイプ20を有している
。雄側ハウジング16はインナーハウジング16ａとアウターハウジング16ｂとからなり、こ
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の両者の間に円筒状の雄側シールドパイプ20が配置されている。なお雄側シールドパイプ
20は、予め形成された雄側ハウジング16に挿入、係止される場合と、インサート成形によ
り雄側ハウジング16と一体に形成される場合とがある。インナーハウジング16ａ内には雄
端子18が挿入、係止されている。雄端子18はシールド電線10Ａの中心導体10ｐに圧着接続
され、絶縁被覆10ｑを把持している。
【０００４】
シールド電線10Ａのシールド編組10ｒの外周上にはシリコンゴム等からなる弾性リング22
が配置されており、シールド編組10ｒはこの弾性リング22の外周面に沿って折り返され、
先端部が金属製の固定リング24によりシールド電線10Ａのシース10ｓ上に固定される。弾
性リング22は雄側シールドパイプ20内に押し込まれると縮径方向に弾性変形する大きさに
形成されており、このためシールド編組10ｒは弾性リング22の弾性反発力により雄側シー
ルドパイプ20の内面に押し付けられ、雄側シールドパイプ20と電気的に接続される。
【０００５】
シールド電線10Ａのシース10ｓ外周にはシリコンゴム等からなるワイヤシールリング26と
エンジニアリングプラスチック等からなるバックアップリング28が配置され、ワイヤシー
ルリング26がアウターハウジング16ｂ内に押し込まれてシールド電線10Ａとアウターハウ
ジング16ｂ間を水密に封止し、バックアップリング28がアウターハウジング16ｂの端部に
嵌め込まれてワイヤシールリング26の抜け出しを防止している。
【０００６】
一方、雌コネクタ14は雌側ハウジング30内に雌端子32及び雌側シールドパイプ34を有して
いる。雌側ハウジング30もインナーハウジング30ａとアウターハウジング30ｂとからなり
、この両者の間に円筒状の雌側シールドパイプ34が配置されている。インナーハウジング
30ａ内には雌端子32が挿入、係止されている。雌端子32はシールド電線10Ｂの中心導体10
ｐに圧着接続され、絶縁被覆10ｑを把持している。アウターハウジング30ｂの先端側に設
けられた内筒部30ｃの外周にはハウジングシールリング36が装着されている。その他の構
成、使用部品は雄コネクタ12と同じであるので、同一部分には同一符号を付して説明を省
略する。
【０００７】
雄側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ34は同径であるが、雄側シールドパイプ20の
先端部は雌側シールドパイプ34の先端部と嵌合できるように拡径されている。図６は雄コ
ネクタ12と雌コネクタ14が結合した状態を示しており、この状態では、雄端子18と雌端子
32が嵌合してシールド電線10Ａ、10Ｂの導体10ｐ、10ｐが電気的に接続され、雄側シール
ドパイプ20の先端部と雌側シールドパイプ34の先端部が嵌合してシールド電線10Ａ、10Ｂ
のシールド編組10ｒ、10ｒが電気的に接続され、アウターハウジング16ｂと30ｂ間がハウ
ジングシールリング36により水密に封止される。
【０００８】
図７は図６からシールド接続に関わる部品のみを抜き出して示した垂直断面図であり、図
８は雄側シールドパイプ20及び雌側シールドパイプ34の外観を示す斜視図である。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
従来のシールドコネクタは、図６（Ａ）から明らかなように、雄コネクタ12内ではシール
ド電線10Ａの絶縁心線（中心導体10ｐと絶縁被覆10ｑよりなるもの）が弾性リング22から
雄コネクタ18へ至る経路で上方に屈曲され、雌コネクタ14内ではシールド電線10Ｂの絶縁
心線が弾性リング22から雌コネクタ32へ至る経路で下方に屈曲される。
【００１０】
これは次のような理由による。雄端子18及び雌端子32は金属薄板のプレス加工により製造
される関係で、端子の底面が平坦になり、両端子とも導体圧着部の中心軸線Ｕは端子底面
からほぼ同じ高さの所にくる。これに対し、雄端子18と雌端子32の嵌合部の中心軸線Ｖは
、両端子の構造が異なっているために、端子底面からの高さが異なってくる。すなわち雄
端子18の嵌合部は単なる板状であるのに対し、雌端子32の嵌合部は弾性舌片などを含む構
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造であるため、雌端子32の底面から嵌合部中心軸線Ｖまでの高さは、雄端子18の底面から
嵌合部中心軸線Ｖまでの高さより高くならざるを得ない。
【００１１】
このような構造上の差異があるにもかかわらず、雄端子18及び雌端子32はシールドパイプ
20、34の中心軸線上で嵌合するように雄側ハウジング16及び雌側ハウジング30内に組み込
まれるため、雄端子18の導体圧着部は雄側シールドパイプ20の中心軸線より上に偏心し、
雌端子32の導体圧着部は雌側シールドパイプ34の中心軸線より下に偏心することになる。
このため上記のような絶縁心線の曲がりが生じてしまうのである。
【００１２】
上記のように絶縁心線が曲げられると、絶縁心線を曲げる力の反力は、雄端子18及び雌端
子32の姿勢を傾かせる方向に作用することになる。図６（Ａ）においては、絶縁心線が曲
げられたことによる反力は、雄端子18の先端側を上側に向け、雌端子32の先端側を下側に
向けるように作用する。このような力が加わることは、雌端子32の弾性舌片に過度の変形
を与えることになり、電気接続性能上好ましくない。
【００１３】
本発明の目的は、以上のような問題点に鑑み、雄コネクタ及び雌コネクタ内での絶縁心線
の曲がりを少なくして接続の信頼性を向上させたシールドコネクタを提供することにある
。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するため本発明は、
　一方のシールド電線の端部に取り付けられた雄コネクタと、他方のシールド電線の端部
に取り付けられた雌コネクタとからなり、
　前記雄コネクタは、雄側ハウジングと、この雄側ハウジング内に同軸配置された円筒状
の雄側シールドパイプと、この雄側シールドパイプ内で前記雄側ハウジングのインナーハ
ウジングに組み込まれた雄端子とを有し、前記一方のシールド電線のシース部分は雄側シ
ールドパイプと同軸配置され、前記雄端子は雄側シールドパイプ内で前記シールド電線の
中心導体に圧着接続され、前記雄側シールドパイプは前記シールド電線のシールド導体と
電気的に接続されており、
　前記雌コネクタは、雌側ハウジングと、この雌側ハウジング内に同軸配置された円筒状
の雌側シールドパイプと、この雌側シールドパイプ内で前記雌側ハウジングのインナーハ
ウジングに組み込まれた雌端子とを有し、前記他方のシールド電線のシース部分は雌側シ
ールドパイプと同軸配置され、前記雌端子は雌側シールドパイプ内で前記シールド電線の
中心導体に圧着接続され、前記雌側シールドパイプは前記シールド電線のシールド導体と
電気的に接続されており、
　前記雄端子及び雌端子は、両方とも端子底面が平坦で、端子底面から導体圧着部中心軸
線までの高さが同じであるのに対し、雌端子の底面から嵌合部中心軸線までの高さが雄端
子の底面から嵌合部中心軸線までの高さより高いものからなり、
　前記雄端子と雌端子を嵌合させると、雄側シールドパイプの先端部と雌側シールドパイ
プの先端部が互いに嵌合するようになっているシールドコネクタにおいて、
　前記雄端子及び雌端子の底面側を下、その反対側のシールド電線中心導体を圧着する側
を上と定義して、雄側シールドパイプと雌側シールドパイプは、雄端子と雌端子を嵌合さ
せたときに、雄側シールドパイプの先端部上半分が雌側シールドパイプの先端部上半分の
外側に位置し、雄側シールドパイプの先端部下半分が雌側シールドパイプの先端部下半分
の内側に位置して、雄側シールドパイプの中心軸線と雌側シールドパイプの中心軸線とが
上下に偏心した状態で嵌合し、
　雄コネクタの雄端子の嵌合部中心軸線を、雄側シールドパイプの中心軸線より下に偏心
して設け、雌コネクタの雌端子の嵌合部中心軸線を、雌側シールドパイプの中心軸線より
上に偏心して設けることにより、両シールドパイプの中心軸線の前記偏心の量を、両シー
ルドパイプが嵌合したことによる偏心量となるようにし、
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　これにより雄端子及び雌端子に接続された絶縁心線の曲がりを解消ないしは緩和するよ
うになっていることを特徴とするものである。
【００１６】
このように雄側シールドパイプと雌側シールドパイプを上下に偏心させた状態で嵌合させ
るようにすれば、雄コネクタ及び雌コネクタ内での絶縁心線の曲がりを解消ないし緩和す
ることが可能となる。
【００１７】
本発明のシールドコネクタは、より具体的には、雄側シールドパイプの先端部が雄端子の
両側で上下に二分割され、前記雌側シールドパイプの先端部が雌端子の両側で上下に二分
割されており、雄側シールドパイプの先端部上半分は雌側シールドパイプの先端部上半分
より大きい曲率半径を有し、雌側シールドパイプの先端部下半分は雄側シールドパイプの
先端部下半分より大きい曲率半径を有する構成とすることが好ましい。
【００１８】
また本発明のシールドコネクタは、雄側シールドパイプの先端部と雌側シールドパイプの
先端部のうち、雄側シールドパイプの先端部だけが雄端子の両側で上下に二分割されてお
り、雄側シールドパイプの先端部上半分が雌側シールドパイプの先端部より大きい曲率半
径を有し、雄側シールドパイプの先端部下半分が雌側シールドパイプの先端部より小さい
曲率半径を有する構成とすることもできる。
【００１９】
また本発明のシールドコネクタは、雄側シールドパイプの先端部と雌側シールドパイプの
先端部のうち、雌側シールドパイプの先端部だけが雌端子の両側で上下に二分割されてお
り、雌側シールドパイプの先端部上半分が雄側シールドパイプの先端部より小さい曲率半
径を有し、雌側シールドパイプの先端部下半分が雄側シールドパイプの先端部より大きい
曲率半径を有する構成とすることもできる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して詳細に説明する。
【００２１】
〔実施形態１〕　図１ないし図３は本発明の一実施形態を示す。図１はシールドコネクタ
全体の垂直断面図（図６（Ａ）に対応）である。図１において、シールド電線10Ａ、10Ｂ
、雄端子18及び雌端子32は従来と同じものである。また雄側及び雌側ハウジング16、30、
雄側及び雌側シールドパイプ20、34、弾性リング22、固定リング24、ワイヤシールリング
26、バックアップリング28及びハウジングシールリング36は、従来より径が若干大きくな
っているが、基本的な構造は従来と同じである。
【００２２】
このシールドコネクタが従来と異なるのは、雄側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ
34の先端部の構造と、嵌合の仕方である。すなわち、雄側シールドパイプ20の先端部は、
図２及び図３に示すように、雄端子18の両側に相当する位置にスロット38が形成され、上
下に二分割されている。同様に雌側シールドパイプ34の先端部も、雌端子32の両側に相当
する位置にスロット40が形成され、上下に二分割されている。そして、雄側シールドパイ
プ20の先端部下半分20ｂは雄側シールドパイプ20の基端側（外端側）と同径であるが、雄
側シールドパイプ20の先端部上半分20ａは先端部下半分20ｂより曲率半径が大きくなるよ
うに形成されている（図２（Ｂ）参照）。これとは反対に、雌側シールドパイプ34の先端
部上半分34ａは雌側シールドパイプ34の基端側（外端側）と同径であるが、雌側シールド
パイプ34の先端部下半分34ｂは上半分34ａより曲率半径が大きくなるように形成されてい
る。なお雄側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ34の先端部以外の部分は同径である
。
【００２３】
上記のように形成された雄側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ34は、雄端子18と雌
端子32が嵌合するときに、図２（Ａ）に示すように、雄側シールドパイプ20の先端部上半
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分20ａが雌側シールドパイプ34の先端部上半分34ａの外側に、雄側シールドパイプ20の先
端部下半分20ｂが雌側シールドパイプ34の先端部下半分34ｂの内側に位置した状態で嵌合
するように、それぞれ雄側ハウジング16及び雌側ハウジング30に組み込まれる。つまり雄
側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ34は、中心軸線を上下に偏心させた状態で嵌合
するようになるので、雄端子18と雌端子32の嵌合部中心軸線Ｖを両者の中心軸線の中間に
位置させることにより、雄側シールドパイプ20の中心軸線Ｘを嵌合部中心軸線Ｖより上に
偏心させ、雌側シールドパイプ34の中心軸線Ｙを嵌合部中心軸線Ｖより下に偏心させるこ
とが可能となる。このようにすれば雄コネクタ12及び雌コネクタ14内の絶縁心線（導体10
ｐと絶縁被覆10ｑよりなる心線）の曲がりは解消ないし緩和されることになり、雄端子18
及び雌コネクタ32を傾かせるような力が全くないし殆ど発生しなくなるので、信頼性の高
い接続状態を得ることができる。
【００２４】
〔実施形態２〕　図４は本発明の他の実施形態を示す。図４はシールドコネクタからシー
ルド接続に関わる部品のみを抜き出して示した垂直断面図であるが、それ以外の構成は実
施形態１と同じである。この実施形態では、雄側シールドパイプ20の先端部はスロット38
により上下に二分割されているが、雌側シールドパイプ34の先端部は二分割されていない
。雌側シールドパイプ34はストレート管の状態である。そして、雄側シールドパイプ20の
先端部上半分20ａは雌側シールドパイプ34の外側に接するように雌側シールドパイプ34の
半径より大きい曲率半径に形成され、先端部下半分20ｂは雌側シールドパイプ34の内側に
挿入できるように雌側シールドパイプ34の半径より小さい曲率半径に形成されている。な
お雄側シールドパイプ20の基端側は雌側シールドパイプ34と同径である。
【００２５】
このような構成でも、雄側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ34を上下に偏心させた
状態で嵌合させることができ、実施形態１と同様の効果を得ることができる。
【００２６】
〔実施形態３〕　図５は本発明のさらに他の実施形態を示す。図５はシールドコネクタか
らシールド接続に関わる部品のみを抜き出して示した垂直断面図であるが、それ以外の構
成は実施形態１と同じである。この実施形態では、雌側シールドパイプ34の先端部はスロ
ット40により上下に二分割されているが、雄側シールドパイプ20の先端部は二分割されて
いない。雄側シールドパイプ20はストレート管の状態である。そして、雌側シールドパイ
プ34の先端部上半分34ａは雄側シールドパイプ20の内側に挿入できるように雄側シールド
パイプ20の半径より小さい曲率半径に形成され、先端部下半分34ｂは雄側シールドパイプ
20の外側に接するように雄側シールドパイプ20の半径より大きい曲率半径に形成されてい
る。なお雌側シールドパイプ34の基端側は雄側シールドパイプ20と同径である。
【００２７】
このような構成でも、雄側シールドパイプ20と雌側シールドパイプ34を上下に偏心させた
状態で先端部を嵌合させることができ、実施形態１と同様の効果を得ることができる。
【００２８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、雄端子と雌端子が嵌合したときに、雄側シールドパ
イプと雌側シールドパイプが後者より前者が上に偏心した状態で嵌合するようになってい
るので、雄コネクタ及び雌コネクタ内での雄端子と雌端子の構造の違いによる絶縁心線の
曲がりを解消ないし緩和することができる。したがって雄端子及び雌コネクタを傾かせる
ような力が実質的に発生しなくなり、信頼性の高い接続状態を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るシールドコネクタの一実施形態を示す垂直断面図。
【図２】　図１のシールドコネクタからシールド接続に関わる部品だけを抜き出して示し
た垂直断面図。
【図３】　図１のシールドコネクタにおける雄側シールドパイプ及び雌側シールドパイプ
の外観を概略的に示す斜視図。
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【図４】　本発明の他の実施形態を示す要部の垂直断面図。
【図５】　本発明のさらに他の実施形態を示す要部の垂直断面図。
【図６】　従来のシールドコネクタを示す、（Ａ）は垂直断面図、（Ｂ）は水平断面図。
【図７】　図６のシールドコネクタからシールド接続に関わる部品だけを抜き出して示し
た垂直断面図。
【図８】　図６のシールドコネクタにおける雄側シールドパイプ及び雌側シールドパイプ
の外観を概略的に示す斜視図。
【符号の説明】
10Ａ、10Ｂ：シールド電線
10ｐ：導体
10ｑ：絶縁被覆
10ｒ：シールド編組
10ｓ：シース
12：雄コネクタ
14：雌コネクタ
16：雄側ハウジング
18：雄端子
20：雄側シールドパイプ
20ａ：先端部上半分
20ｂ：先端部下半分
22：弾性リング
24：固定リング
26：ワイヤシールリング
28：バックアップリング
30：雌側ハウジング
32：雌端子
34：雌側シールドパイプ
34ａ：先端部上半分
34ｂ：先端部下半分
36：ハウジングシールリング
38、40：スロット
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